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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月9日(2016.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
電子レンジで使用可能な遮断層と、外面とを備え、
前記遮断層は、華氏１００度（摂氏３７．８度）かつ９０％の相対湿度で測定される場合
、３ｇ／ｍ２／日未満の水蒸気透過率を有し、
前記外面の少なくとも一部分は吸水性である食品パッケージ。
【請求項２】
前記外面の前記一部分が、前記食品パッケージに貼り付けられるラベルを備える請求項１
に記載の食品パッケージ。
【請求項３】
前記一部分が、前記食品パッケージ内の食料製品２８グラムにつき０．５グラム～１．５
グラムの水を吸収し得る請求項１に記載の食品パッケージ。
【請求項４】
前記一部分が、前記食品パッケージ内の食料製品２８グラムにつき１グラムの水を吸収し
得る請求項１に記載の食品パッケージ。
【請求項５】
前記外面がポリマー層によって部分的に被覆される吸水層を備える請求項１に記載の食品
パッケージ。
【請求項６】
前記一部分が湿潤度インジケータを備える請求項１に記載の食品パッケージ。
【請求項７】
前記外面が紙層を備える請求項１に記載の食品パッケージ。
【請求項８】
少なくとも１つの切込み線をさらに備える請求項２に記載の食品パッケージ。
【請求項９】
前記切込み線が前記ラベルの下に位置する請求項８に記載の食品パッケージ。
【請求項１０】
前記ラベルが電子レンジで使用可能な遮断層を備える請求項９に記載の食品パッケージ。
【請求項１１】
前記外面の吸水部が水分を備える請求項９に記載の食品パッケージ。
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【請求項１２】
食品パッケージの製造方法であって、
電子レンジで使用可能な遮断層と、外層とを備えるとともに、前記外層の少なくとも一部
分が吸水性である可撓性フィルムを提供することと、
前記可撓性フィルムを製袋充填機に供給することと、
前記可撓性フィルムを底部を有する筒に成形することと、
前記筒の底部で前記可撓性フィルムを封止することによって、その結果得られるパッケー
ジに底封止部を形成することと、
前記パッケージを食料製品で充填することと、
前記パッケージの頂部を封止及び切断することと
を含む方法。
【請求項１３】
前記提供が、前記可撓性フィルムに吸水層を貼り付けることを含む請求項１２に記載の方
法。
【請求項１４】
前記貼り付けが、前記供給の前に行われる請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
前記貼り付けが、前記供給の間または前記成形の間に行われる請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
前記貼り付けが、前記封止の後に行われる請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
前記食料製品がトルティーヤチップ、ポテトチップ、コーンチップ、プレッツェル、フル
ーツチップ、押出しパフ、ベジタブルチップ、及びクラッカーのうちの少なくとも１つで
ある請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
前記食料製品が菓子、キャンディ、又はクッキーのうちの少なくとも１つである請求項１
２に記載の方法。
【請求項１９】
前記吸水層が水分を備える請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
前記食品パッケージが、重量に対する水分含有率が３％未満のクリスピーな製品を封入す
る請求項１２に記載の方法。
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